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電気伝導度測定による成長期ウイスターラットの体組成の予測について
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	　本試験の目的は，電気伝導度の測定により成長期のウイスターラットの体組成を予測することにある。電気伝導度から導いた計算式によって得られた除脂肪体重（r＝0.991）および体脂肪量（r＝0.945）は，それぞれの実測値と高い相関を示した。計算式の精度検定を行なったところ，除脂肪体重の計算式には十分な精度（±0.8％）が確認された。一方，体脂肪量では若干のばらつきが認められた（±3.0％）。本試験の結果，一定の体重範囲（170-400g）にあるウイスターラットでの電気伝導度の測定は，レジスタントスターチ摂取時の体組成変動の追跡に有用であると考えられた。
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